源氏物語 

潯標 



匕,！ 

紮 ーェ咅 

與謝野 晶子 訳 



あ 

み をつ くし 逢 はんと 祈る みて ぐら も わ 

れ のみ 神に たてまつ るらん (晶子) 

す ま 

須 磨の 夜の 源氏の 夢に まざまざとお 姿 をお 現わしに 

なって 以来、 父 帝の ことで 痛心して いた 源氏 は、 帰京 

ご ま i. こ ひ 

がで きた 今日に な つ て その 御 菩提 を 早く 弔いたい と 

したく ほけきょう 

仕度 をして いた。 そして 十月に 法華経の 八講が 催され 

たので ある。 参列者の 多く 集まって 来る こと は 昔の そ 

うした 場合のと おりであった。 今日 も 重く 煩って おい 

でになる 太后 は、 その 中で でも 源氏 を 不運に 落としお 



にお 見えに なった。 まぶしい ほどの 美 を 備えて おいで 

になる の を、 世間で はお ほめして いるが、 母宮は それ 

を 人知れず 苦労に し ておいで になった。 帝 も 東宮の) J 

りっぱで おありになる ことに 御 満足 を あそばして 御即 

位 後の こと をな つかしい 御 様子で お教え あそばした。 

この 同じ 月の 二十 幾日に 譲位の ことが 行なわれた。 

太后 はお 驚きに なった。 

「ふがいなく 思 召す でしよう が、 私 はこうして 静かに 

あなたへ 御 孝養が したいの です」 

と 帝 はお 慰めに なった のであった。 東宮に は 

じょうきよ うでん にょご 

承 香 殿 の 女御のお 生みした 皇子が お立ちに な つ た。 



の 婿の 源氏に よっても たらされた 光明であって、 何年 

かの 暗い 影が 源氏の ために この 家から 取り去られ たの 

である。 源氏 は 今 も 昔のと おりに 老 夫妻に 好意 を 持つ 

たず めのと 

ていて 何 かの 場合によく 訪ねて 行った。 若君の 乳母 そ 

の ほかの 女房 も 長い間 そのままに 勤めて いる 者に、 厚 

むく. 

く 酬いて やる こと も 源氏 は 忘れなかった。 幸せ 者が 多 

くで きた わけで ある。 二 条の院 でも そのと おりに、 主 

人 を 変えよう ともしな か つ た 女房 を 源氏 は 好 遇した。 

また 中将と か、 中務 とかいう 愛人 関係であった 人た 

ちに も、 多年の 孤独が 慰む るに 足る ほどな 愛撫が 分か 

たれねば ならない のであった から、 暇がなくて 外歩き 



も 源氏 はしなかった。 二 条の院 の 東に 隣った 邸は院 

の 御 遺産で 源氏の 所有に な つ ている の を このごろ 源氏 

はなちる さと 

は 新しく 改築 させて いた。 花 散 里な どと いう 恋人た ち 

を 住ませる ための 設計 をして 造られて いるので ある。 

あかし 

源氏 は 明 石の 君の 妊娠して いた こと を 思って、 始終 

気に かけて いるので あつたが、 公私の 事の 多 さに、 使 

い を 出して 尋ねる こと もで きない。 三月の 初めに この 

一 J ろが 産 期 になる はず であると 思う と 哀れな 気が し て 

使い を やった。 

「先月の 十六 日に 女の お子様が お生まれ になり まし 

た」 



こんな 歌 も 送った ので ある。 摂津の 国境，. まで は 船 

で、 それから は 馬に 乗って 乳母 は 明 石へ 着いた。 入道 

は 非常に 喜んで この 一 行 を 受け取った。 感激して 京の 

ほう を 拝んだ ほどで ある。 そしてい よいよ 姫君 は 尊い 

ものに 思われた。 おそろしい ほどたい せつな ものに 思 

そうめい 

われた。 乳母が 小さい 姫君の 美しい 顔 を 見て、 聡明な 

源氏が 将来 を 思って 大事に する ので あると 言った こと 

はもつ ともな ことで あると 思った。 来る 途中で 心細い 

ように、 恐ろしい ように 思った 旅の 苦痛な ども これに 

よって 忘れて しまう ことができた。 非常に かわいく 



いように 思われて、 自分の 運 はこの 一 点で 完全で ない 

とさえ 思った。 1 十日の ために 源氏 は 明 石へ 使い を 出 

した。 

「ぜひ 当日 着く ようにして 行け」 

と 源氏に 命ぜられ てあつた 使い は 五日に 明 石へ 着い 

た。 華奢な 祝 品の 数々 の ほかに は 実用品 も 多く 添えて 

源氏 は 贈った ので ある。 

海松 ゃ時ぞ ともなき かげに ゐて 何の あやめ もい か 

にわく らん 



いろいろに 物思い をいた しながら、 たまさか のおた 

より を 命に してお リ ますの も はかない 私で ござ いま 

す。 仰せの ように 子供の 将来に 光明 を 認めとう ござ 

います。 

というので、 信頼した 心持ちが 現われて いた。 何度 

も 同じ 手紙 を 見返しながら、 

「かわい そうだ」 

ひとりごと 

と 長く 声 を 引いて 独 言 を 言って いるの を、 夫人 は 

をち こ よそ 

横目に ながめて、 「浦より 遠に 漕ぐ 船の」 (我 をば 他に 

隔てつ るかな) と 眩く 言って、 物 思わし そうにし てい 



なつかしい 調子で 言う ともなく こう 言う 女が 感じよ 

く 源氏に 思われた。 どの 人に も 自身 を惹く 力の あるの 

を 知 つ て 源氏 は 苦し か つ た。 

「おしなべ てた たく 水鶏に 驚かば うはの 空なる 月 も 

こそ 入れ 

私 は 安心して いられない」 

と は 言って いたが、 それ は 言葉の 戯れであって、 源 

氏 は 貞淑な 花 散 里 を is じ 切って いる。 问に 動揺す る こ 



ともなく 長く 留守の 間 を 静かに 待って いて くれた 人 を、 

源氏 はおろ そかに は 思って いなかった。 当分 悲しくな 

らな いがため に 空 はなが めないで 暮らす ようにと、 行 

く 前に 源氏が 言 つた 夜の ことな ど を 思い出して 言う の 

であった。 

「なぜ あの 時に 私 は 非常に 悲しい こと だと 思った ので 

しょう。 私な ど は あなたに 幸福の 帰って来た 今 だって 

もや はリ 寂しい のでした のに」 

力. W ん 

と 恨み ともなし におお ように 言つ ている のが 可憐で 

あった。 例の ように 源氏 は 言葉 を 尽くして 女 を 慰めて 

いた。 平生 どうし まって あった この 人の 熱情 かと 思わ 



確かに 私 は 霊験 を 見た 人 だ」 

と 言 う 様子 も 美しい。 こちらの 派手な 参詣ぶ りに 

iK 縮して 明 石の 船が 浪速の ほうへ 行って しまった こと 

も 惟光が 告げた。 その 事実 を 少しも 知らずに いたと 源 

ち. T- 、 

氏 は 心で 憐ん でいた。 初めの こと も 今日の こと も 住 

吉の 神が 二人 を 愛しての 導きに 違いない と 思われて、 

手紙 を 送って 慰めて やりたい、 近づいて かえって 悲し 

ませた ことで あろうと 思った。 住吉を 立って から 源氏 

の 一 行 は 海岸の 風光 を 愛しながら 浪速に 出た。 そこで 

は 祓い をす る ことにな つていた。 淀川の 七 瀬に 祓いの 



幣が 立てられて ある 堀江の ほとり を ながめて、 「今 は 

た 同じ 浪速なる」 (身 をつ くしても 逢 はんと ぞ思 ふ) と 

我知らず 口に 出た。 車の 近くから 惟光が 口ずさみ を 聞 

いたの か、 その 用が あろうと 例の ように 懐中に 用意し 

ていた 柄の 短い 筆な ど を、 源氏の 車の 留められた 際に 

提供した。 源氏 は 懐紙に 書く のであった。 

み をつ くし 恋 ふるしる しに ここまで もめぐ り 逢 ひ 

ける 縁 は 深し な 

惟光に 渡す と、 明 石へ ついて 行って いた 男で、 入道 



ので あるから と 思って、 源氏 は 動く 心 をお さえた。 

「私 はとても また 苦しくな つてまい りました。 失礼で 

ございます からもう お帰りく ださい ませ」 

と 御 息 所 は 言って、 女房の 手 を 借りて 横にな つた。 

「私が 伺った ので 少しで も 御 気分が よく なれば よか つ 

たのです が、 お気の毒で すね。 どんな ふうに 苦しい の 

です 力」 

と 言いながら、 源氏が 牀を のぞこう とする ので、 御 

息 所 は 女房に 別れの 言葉 を 伝えさせた。 

もののけ 

「長く おいでく ださいまして は 物怪の 来て いる 所で ご 

ぁ.バ の 

ざいます からお 危 うご ざいます。 病気の こんなに 悪 



源氏 は 寂しい 心 を 抱いて、 昔 を 思いながら 居間の 

御簾 を 下ろし こめて 精進の 日 を 送り 仏 勤め をして いた 

前 斎宮へ は 始終 見舞いの 手紙 を 送って いた。 宫 のお 悲 

しみが 少し 静ま つ てきた ころから は 御自身で 返事 もお 

書きになる ようになった。 それ を 恥ずかしく 思 召す の 

めのと 

であった が、 乳母な どから、 

「も つ たいない ことで ございま すから」 

と 言って、 自筆で 書く こと をお 勧められになる ので 

みぞれ 

ある。 雪が 霎 となり、 また 白く 雪になる ような 

あれび ょリ 

荒 日和に、 宫が どんなに 寂しく 思って おいでにな るで 

あろうと 想像 をしながら 源氏 は K い を 出した。 



こういう 天気の 日に どういうお 気持ちで いられます 

ゝ o 

力 

な あま 

降り 乱れ ひまな き 空に 亡き人の 天が ける らん 宿ぞ 

悲しき 

という 手紙 を 送った ので ある。 紙 は 曇った 空色の が 

用いられ てあつた。 若い 人の 目に よい 印象が あるよう 

にと 思って、 骨 を 折って 書いた 源氏の 字 はまぶ しい ほ 

どみ ごとで あつ た。 宫は 返事 を 書きに くく 思 召した の 
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